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1.最も好きなスポーツ選手

最も好きなスポーツ選手を聞いたところ、「イチロー」が、３年連続となる１位。（図表1）　引退して
２年以上たつが、いまだに高い人気を集めており、年代別では20代、30代、50代で１位となった。（図
表2）　ただ、男女別では男性で１位となるも、女性では「羽生結弦」「池江璃花子」に後れを取って３
位となった。また、引退直後に行った2019年調査では圧倒的人気で１位となったが、直近２年を見る
と以前ほどの勢いはなくなってきているように見て取れる。2018年に一度１位の座を明け渡したこと
も含め、世代交代のときが近づいて来ているようだ。

昨年３位だった野球の「大谷翔平」が２位。年代別でみると、60代、70歳以上で「イチロー」をおさえ
て１位だった。また、40代でも「池江璃花子」に次ぐ２位で、やはり「イチロー」を上回っている。2021
年も二刀流は健在で、投手として勝利数を重ねつつ、本塁打を量産している。今後、好きなスポーツ
選手の質問で「イチロー」に替わる首位常連の筆頭候補であるといえる。

「第29回　人気スポーツ調査」結果の概要
～これまでの調査結果を振り返りつつ～

一般社団法人 中央調査社
調査部　鳥居　薫

　中央調査社は、４月２日から12日にかけて、「人気スポーツに関する全国意識調査」を実施。調
査は、無作為に選んだ全国20歳以上の男女個人を対象に個別面接聴取法で行い、1,207人から回
答を得た。中央調査社では同テーマの調査を1993年から毎年行っており、今回で29回目となる。
　調査では、①最も好きなスポーツ選手、②好きなプロスポーツ、③好きな現役力士、④１番好
きなプロ野球チーム、⑤１番好きなＪ１のサッカーチーム―の５項目について毎年聞いているが、
今年はそれに加えて、今年７月の東京オリンピックへの関心、楽しみな競技、開催できることへの
評価についても質問した。
　本稿では、第29回調査の結果を紹介するとともに、過去の調査結果もあわせて振り返る。

質問：「プロ・アマ、現役・引退、国内・国外を問わず、あなたが好きなスポーツ選手を１人だけ、
何の選手かもあわせてあげてください。」（自由回答）
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昨年５位だったフィギュアスケートの「羽生結弦」が３位にランクイン。男女別でみると、男性ではトッ
プ10圏外だが、女性では１位と、男女での差が顕著な結果になっている。2020年2月のスーパースラ
ム達成はまだ記憶に新しく、またいくつもの大会で優勝を含むポディウム登壇を果たしており、今後も
更なる活躍が期待される。

競泳の「池江璃花子」が昨年の10位から４位にジャンプアップ。本調査期間中の4月4日に日本選手

図表１　最も好きなスポーツ選手 （上位 10 位）
今回（2021 年）

（n=731）
2020 年

（n=802）
2019 年

（n=917）
2018 年

（n=898）
2017 年

（n=918）
1 位 イチロー 野球 82 人 11.2% ① 13.2% ① 26.2% ② 11.1% ① 16.9%

2 位 大谷翔平 野球 73 人 10.0% ③ 6.7% ③ 6.4% ① 21.7% ⑥ 3.4%

3 位 羽生結弦 フィギュアスケート 43 人 5.9% ⑤ 3.7% ② 8.0% ③ 11.0% ⑤ 4.7%

4 位 池江璃花子 競泳 40 人 5.5% ⑩ 1.7% ⑨ 1.3% －   － % －   － %

5 位 大坂なおみ テニス 36 人 4.9% ⑩ 1.7% ⑥ 3.9% ⑫ 0.9% －   － %

6 位 錦織圭 テニス 22 人 3.0% ② 6.9% ④ 4.9% ④ 4.1% ② 13.0%

7 位 坂本勇人 野球 18 人 2.5% ⑥ 2.5% ⑱ 0.7% ⑧ 1.3% ⑧ 2.0%

〃 長嶋茂雄 野球 18 人 2.5% ④ 4.1% ⑤ 4.0% ⑥ 2.9% ⑦ 3.2%

9 位 浅田真央 フィギュアスケート 16 人 2.2% ⑧ 2.1% ⑦ 3.6% ⑤ 3.2% ③ 7.5%

10 位 三浦知良 サッカー 15 人 2.1% ⑨ 1.9% ⑧ 1.6% ⑫ 0.9% ⑬ 1.3%

〃 田中将大 野球 15 人 2.1% ⑲ 0.9% ⑱ 0.7% －   － % －   － %

（注） －は上位 21 位以下、○数字は順位。

図表２　最も好きなスポーツ選手 （男女別、年代別）
▼男女別順位 （上位 10 位）

男性（n=376） 女性（n=355）

1 位 イチロー 55 人 14.6% 1 位 羽生結弦 39 人 11.0%

2 位 大谷翔平 47 人 12.5% 2 位 池江璃花子 35 人 9.9%

3 位 長嶋茂雄 14 人 3.7% 3 位 イチロー 27 人 7.6%

4 位 松山英樹 11 人 2.9% 〃 大坂なおみ 27 人 7.6%

5 位 錦織圭 9 人 2.4% 5 位 大谷翔平 26 人 7.3%

〃 坂本勇人 9 人 2.4% 6 位 浅田真央 15 人 4.2%

〃 三浦知良 9 人 2.4% 7 位 錦織圭 13 人 3.7%

〃 大坂なおみ 9 人 2.4% 8 位 坂本勇人 9 人 2.5%

9 位 柳田悠岐 8 人 2.1% 〃 田中将大 9 人 2.5%

10 位 王貞治 7 人 1.9% 10 位 貴景勝 6 人 1.7%

〃 三浦知良 6 人 1.7%

〃 渋野日向子 6 人 1.7%

▼年代別順位 （上位５位）
20 代（n=71）  30 代（n=99） 40 代（n=122）

1 位 イチロー 9 人 12.7% 1 位 イチロー 16 人 16.2% 1 位 池江璃花子 13 人 10.7%

2 位 大坂なおみ 5 人 7.0% 2 位 大谷翔平 9 人 9.1% 2 位 大谷翔平 11 人 9.0%

3 位 錦織圭 4 人 5.6% 3 位 羽生結弦 8 人 8.1% 3 位 イチロー 10 人 8.2%

4 位 水谷隼 3 人 4.2% 4 位 大坂なおみ 5 人 5.1% 4 位 羽生結弦 9 人 7.4%

〃 浅田真央 3 人 4.2% 5 位 錦織圭 4 人 4.0% 5 位 浅田真央 4 人 3.3%

〃 大谷翔平 3 人 4.2% 〃 池江璃花子 4 人 4.0% 〃 大坂なおみ 4 人 3.3%

〃 八村塁 4 人 3.3%

50 代（n=105） 60 代（n=127） 70 歳以上（n=207）

1 位 イチロー 15 人 14.3% 1 位 大谷翔平 17 人 13.4% 1 位 大谷翔平 22 人 10.6%

2 位 大谷翔平 11 人 10.5% 2 位 イチロー 13 人 10.2% 2 位 イチロー 19 人 9.2%

3 位 羽生結弦 9 人 8.6% 3 位 大坂なおみ 8 人 6.3% 3 位 池江璃花子 12 人 5.8%

4 位 大坂なおみ 6 人 5.7% 4 位 長嶋茂雄 6 人 4.7% 4 位 羽生結弦 11 人 5.3%

〃 池江璃花子 6 人 5.7% 5 位 松山英樹 5 人 3.9% 〃 長嶋茂雄 11 人 5.3%

〃 池江璃花子 5 人 3.9%
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権の女子100メートルバタフライで優勝、併せ
てメドレーリレーでの五輪代表派遣基準も突破
し、大変な話題となり多くの人に感動をもたら
した。

昨年10位だったテニスの「大坂なおみ」が５位
にランクイン。2021年2月に２度目の全豪オー
プン優勝を果たすなど、目覚ましい活躍ぶりだ。

６位には同じくテニスの「錦織圭」がランクイ
ンしている。７位は同率で野球の「坂本勇人」と

「長嶋茂雄」。長嶋の人気はとても根強く、年代
別では60代と70歳以上でともに4位に入って
いる。９位はフィギュアスケートの「浅田真央」
で、引退から４年が経過するもいまだ高い人気
を保っている。10位は同率でサッカーの「三浦
知良」と、野球の「田中将大」がランクイン。

次に、これまでの28回に及ぶ調査（第１回調
査は該当質問なし）のトップ３を掲載する。（図

図表３　最も好きなスポーツ選手 （歴代上位３位）

１　位　 ２　位　 ３　位　

1994 年 （n=995） 若ノ花 （若乃花） 11.3% 長嶋茂雄 10.9% 三浦知良 6.6%

1995 年 （n=949） 長嶋茂雄 15.5% 貴乃花 14.6% 若乃花 5.9%

1996 年 （n=997） イチロー 12.7% 野茂英雄 11.1% 長嶋茂雄 8.8%

1997 年 （n=974） 長嶋茂雄 13.8% イチロー 10.2% 貴乃花 6.5%

1998 年 （n=969） 長嶋茂雄 12.2% 松井秀喜 6.9% 若乃花 6.0%

1999 年 （n=994） 長嶋茂雄 10.7% 高橋由伸 8.8% イチロー / 松坂大輔 7.5%

2000 年 （n=949） 長嶋茂雄 11.8% 松井秀喜 8.6% 貴乃花 5.0%

2001 年（n=1014） イチロー 23.5% 松井秀喜 10.4% 長嶋茂雄 10.1%

2002 年（n=1073） イチロー 23.0% 長嶋茂雄 8.7% 松井秀喜 8.3%

2003 年（n=1070） 松井秀喜 22.3% イチロー 13.1% 長嶋茂雄 7.9%

2004 年（n=1007） 松井秀喜 18.6% 長嶋茂雄 8.9% イチロー 8.5%

2005 年 （n=959） イチロー 21.2% 松井秀喜 16.3% 長嶋茂雄 7.2%

2006 年 （n=912） イチロー 24.6% 松井秀喜 13.7% 荒川静香 5.6%

2007 年 （n=936） イチロー 17.2% 松井秀喜 9.7% 長嶋茂雄 5.7%

2008 年 （n=921） イチロー 24.9% 松井秀喜 7.7% 長嶋茂雄 4.2%

2009 年 （n=924） イチロー 30.6% 石川遼 5.5% 長嶋茂雄 4.0%

2010 年 （n=956） イチロー 24.5% 浅田真央 12.1% 石川遼 9.6%

2011 年 （n=899） イチロー 19.5% 石川遼 17.1% 長友佑都 4.0%

2012 年 （n=879） イチロー 19.6% 石川遼 6.7% ダルビッシュ有 5.9%

2013 年 （n=866） イチロー 21.5% 本田圭佑 5.8% 浅田真央 5.7%

2014 年 （n=883） 浅田真央 15.7% イチロー 15.1% 田中将大 8.7%

2015 年 （n=911） 錦織圭 18.4% イチロー 12.8% 浅田真央 7.7%

2016 年 （n=857） イチロー 22.4% 錦織圭 16.9% 浅田真央 5.1%

2017 年 （n=918） イチロー 16.9% 錦織圭 13.0% 浅田真央 7.5%

2018 年 （n=898） 大谷翔平 21.7% イチロー 11.1% 羽生結弦 11.0%

2019 年 （n=917） イチロー 26.2% 羽生結弦 8.0% 大谷翔平 6.4%

2020 年 （n=802） イチロー 13.2% 錦織圭 6.9% 大谷翔平 6.7%

2021 年 （n=731） イチロー 11.2% 大谷翔平 10.0% 羽生結弦 5.9%

図表４　最も好きなスポーツ選手 （1994 年調査）

（n=995）

1 位 若ノ花（若乃花） 相撲 112 人 11.3%

2 位 長嶋茂雄 野球 108 人 10.9%

3 位 三浦知良 サッカー 66 人 6.6%

4 位 貴ノ花（貴乃花） 相撲 53 人 5.3%

5 位 松井秀喜 野球 39 人 3.9%

6 位 王貞治 野球 30 人 3.0%

7 位 伊達公子 テニス 25 人 2.5%

8 位 智ノ花 相撲 21 人 2.1%

9 位 荻原健司 スキー 20 人 2.0%

10 位 落合博満 野球 19 人 1.9%

〃 舞の海 相撲 19 人 1.9%

12 位 武双山 相撲 18 人 1.8%

13 位 曙 相撲 17 人 1.7%

〃 千代の富士 相撲 17 人 1.7%

15 位 岡本綾子 ゴルフ 15 人 1.5%

〃 清原和博 野球 15 人 1.5%

17 位 尾崎将司 ゴルフ 14 人 1.4%

18 位 武田修宏 サッカー 13 人 1.3%

〃 中山雅史 サッカー 13 人 1.3%

20 位 野村克也 野球 11 人 1.1%

〃 古田敦也 野球 11 人 1.1%



－ 4－

－ 6690 － 中央調査報　No.765・令和 3年 7月10日発行　■

表3）　「イチロー」の名前が全28回中24カ所で見られ、特に１位だけで17回登場と、レジェンドの地
位を確立している。次いで、「長嶋茂雄」がトップ３の登場回数が15回、そのうち１位の回数が５回、
同様に「松井秀喜」がトップ３を10回、うち１位を２回獲得している。「イチロー」がこの先も１位にと
どまるか、「大谷翔平」を始めとした現役選手にトップの座を譲ることになるのか要注目である。さらに、
2022年2月には北京冬季五輪があることから、フィギュアスケートに代表される冬季スポーツの選手
達の活躍にも期待が集まる。最後に、1994年調査のランキングを掲載する。（図表4）　すると、今年
の上位10位の中で「長嶋茂雄」「三浦知良」の２者の名前を1994年のランキング上位にも見つけること
が出来る。彼らの人気がいまだ健在であることに驚嘆を禁じ得ない。

2.好きなプロスポーツ

本調査では好きなプロスポーツについても聞いている。1993年に調査を開始した時は「大相撲」「プ
ロ野球」「プロゴルフ」「プロサッカー（Ｊリーグ）」「プロボクシング」「プロレス」の６項目を挙げてい
たが、その後、1995年に「カーレース（F1など）」が加わった。その頃はというと、バブル崩壊後の不
況により1992年にホンダがF1から撤退するなど、様々なカテゴリーでメーカー撤退や規模縮小が相
次いでいたものの、日本におけるモータースポーツ人気は円熟期に入っていたとも言える。次に2014
年には「プロテニス」を追加。「錦織圭」「クルム伊達公子」といった新旧の選手達の活躍で、徐々に人気

質問：「あなたが好きなプロスポーツを、この中（回答票＝(ｱ) 大相撲、(ｲ) プロ野球、(ｳ) プロサッ
カー、(ｴ) プロバスケットボール、(ｵ) プロテニス、(ｶ) プロゴルフ、(ｷ) プロレス、(ｸ) プロボク
シング、(ｹ) カーレース(Ｆ１など) ） からいくつでもあげてください。」（複数回答）

図表5　好きなプロスポーツ

プロ野球

大相撲

プロサッカー

プロテニス

プロゴルフ

プロボクシング

プロバスケットボール

カーレース（Ｆ１など）

プロレス

その他

どれもない
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が高まっている時期だった。そして2017年には「プロバスケットボール」を追加。こちらはＢリーグが
発足したことに伴うものである。なお、調査開始当初は国内のプロスポーツを念頭に置いていたものの、
近年は日本人選手が海外で活躍したり、海外スポーツが国内で見られることも多くなってきた。このこ
とを踏まえ、2010年には「プロサッカー（Ｊリーグ）」を「プロサッカー」に変更した。そのため、サッカー
については2009年以前のデータは参考値となる。また、通常「プロ野球」と聞いたり、その文字を目に
したときに多くの人は日本の野球を連想すると思われるが、この質問をするときに特にそういったこと
わりを入れてはいない。そのため、海外で活躍する日本人選手のブームによって「プロ野球」と回答す
ることがあっても区別はしない（できない）ことを考慮しなくてはならない。

まず2021年調査の結果について概観する。（図表5）　「プロ野球」の１位は1996年から続いており、
２位以下との差を考えると不動の地位を築いていると言ってよい。次に「大相撲」が４年ぶりに２位と
なった。ここ数年は「プロサッカー」と競り合いつつも負けることが多いのだが、久しぶりの２位復帰で
ある。一方の「プロサッカー」が４年ぶりに２位から３位へ後退した。以下、「プロテニス」が６年連続の
４位、「プロゴルフ」が７年連続の５位、「プロボクシング」が６年連続の６位、「プロバスケットボール」
が５年連続の７位などと、中盤グループの順位は固定化しつつあるように見える。ただし、「プロテニス」
については2020年まで、ほとんど「大相撲」との差がないほど肉薄していたことや、過去に１度だけ「大
相撲」を上回ったことなどから、今後はその立場が入れ替わる可能性が十分にある。

次に主要３項目と呼んでよいであろう、「プロ野球」「大相撲」「プロサッカー」について、過去からの
変遷をたどってみる。（図表6）　第１回調査で最も人気が高かったのは大相撲だった。この頃、若貴ブー
ムもあって相撲は大変な人気を博していた。ただし、その後の凋落ぶりも激しく、1996年には「プロ野球」
に抜かれてしまい、2003年には「プロサッカー（Ｊリーグ）」にも抜かれた。振り返ると若貴ブーム以後
は彼らほどに注目を集めるスター力士もなく、朝青龍や白鵬など大横綱と呼べる存在は生まれても、相
撲自体は当時のような人気を回復するには至らなかった。また、八百長問題に揺れた2011年からの４
年間は15 ～ 16％台と最も落ち込んだ時期だった。2017年は稀勢の里が久しぶりの日本人横綱となる
など話題に恵まれたからだろうか、一時的に盛り返すも、その後は何とか２割を維持しているといった
様相だ。
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図表6　好きなプロスポーツ （時系列、主要３項目）
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次に「プロサッカー」を見てみると、1993年からしばらくは２割前後を行ったり来たりしていたが、
2002年の日韓共催によるワールドカップを前に上昇しはじめ、ワールドカップ後の2003年調査では
大幅に上昇した。その後はおおむね２割台前半で推移し、2010年のワールドカップ南アフリカ大会後
の2011年調査でまたも大きな飛躍を見せる。その後は一時３割台の後半にまで乗せるも、そこから緩
やかに低下していき、最新の2021年調査で再び２割を割り込んだ。

最後に「プロ野球」について見てみよう。1993年から1995年までは「大相撲」の後塵を拝していたが、
その後は「大相撲」の凋落とは対照的に緩やかながら上昇基調が続き、2002年、2003年とも６割丁度に
まで人気が高まった。この頃を振り返ると、野球に興味のない人でも誰もが知っているであろう、イチロー
や松井秀喜がアメリカ・メジャーリーグで活躍しており、先述の好きなスポーツ選手においても2000
年代は両名が１～２位を独占する年が何回もあった。ただ、2004年以降は緩やかに人気も低下していき、
2011年から2020年まではずっと４割台で推移、そして、2021年には初めて４割を切る結果となった。

最新の調査ではプロ野球からプロレスに至るまで、軒並み人気が低下しており、その原因を特定す
ることは難しいものの、コロナ禍によってスポーツ全般に対する関心がマイナスの影響を受けたのでは
ないかと思われる。今後はまた各スポーツの人気が上昇基調になることを願ってやまない。

3.好きな現役力士

「人気スポーツ調査」では、好きな現役力士についても1993年から継続してたずねている。
まず今年の結果について言及しよう。（図表7）　横綱「白鵬」が２年連続の１位で、休場が続き苦し

い立場にいるも、いまだ高い人気を維持している。次に大関「貴景勝」が２位で、昨年の３位から上昇。
３位は大関「照ノ富士」で、2017年以来４年ぶりのランクインとなった。照ノ富士は調査前の三月場所
で優勝したことが影響したのであろう大躍進を果たした。そして調査後の五月場所でも優勝するなど目
覚ましい活躍で、今後に期待がかかる力士の一人である。４位は「炎鵬」で、昨年の２位から、５位は「遠
藤」で、同じく昨年の４位からダウン。そして６位「正代」、７位「朝乃山」、８位「高安」、９位「御嶽海」

「大栄翔」となっている。
次に歴代のトップ３を見てみると、2008年から計11回１位となった白鵬の偉大さが瞭然と見て取

れる。（図表8）　また、2017年には「稀勢の里」が48.9％という、近年まれにみる高い人気を集めた。

図表７　好きな現役力士（上位 10 位）

今回（2021年）（n=1,207) 2020年（n=1,202) 2019年（n=1,227) 2018年（n=1,207) 2017年（n=1,251)

1位 白鵬 13.9% ① 18.4% ② 17.5% ③ 13.5% ② 21.6%

2位 貴景勝 12.2% ③ 11.0% ① 32.0% ⑬ 1.2% ― ― %

3位 照ノ富士 8.5% ― ― % ― ― % ― ― % ⑭ 1.4%

4位 炎鵬 7.4% ② 14.0% ― ― % ― ― % ― ― %

5位 遠藤 6.9% ④ 10.8% ③ 9.3% ② 13.7% ③ 13.0%

6位 正代 5.8% ⑩ 2.4% ― ― % ― ― % ⑬ 1.5%

7位 朝乃山 5.7% ⑤ 8.0% ― ― % ― ― % ― ― %

8位 高安 5.3% ⑥ 5.0% ④ 8.6% ④ 7.5% ④ 11.1%

9位 御嶽海 2.2% ⑨ 3.1% ⑥ 5.4% ⑨ 3.0% ⑩ 2.6%

〃 大栄翔 2.2% ― ― % ⑮ 0.5% ― ― % ― ― %

１人も浮かばない 59.0% 56.0% 46.8% 58.6% 37.9%

（注）－は 16 位以下、○数字は順位。

質問：「あなたが好きな現役の力士を３人まであげてください。」（自由回答、複数回答）
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2019年の「貴景勝」もそれに次ぐ人気ぶりで、この年１位となった。
その一方で、「１人も浮かばない」を１回目からたどってみると、1993年には15.5％だったが、直近

では59.0％に上っており、相撲人気の復活がなかなか難しいことを指し示している。

4.一番好きなプロ野球チーム

好きなプロ野球チームも、第１回調査から継続して聞いている質問である。まず、「巨人」の１位と「阪
神」の２位については、調査開始以来一度も変わっていない。2021年の３位以下について見てみると、
３年振りのパ・リーグ優勝、そして４年連続日本一となった「ソフトバンク」が、本調査では２年連続と
なる３位だった。（図表9）　また、昨年セ・リーグ３位だった「中日」が４位、「日本ハム」が５位、「広島」
が６位と続いている。なお、リーグ別小計を見ると、今年は『セ・リーグ』が45.0％、『パ・リーグ』が
16.7％となっている。

次にリーグ別の時系列を見る。（図表10）1990年代から2000年代初頭にかけては『セ・リーグ』の人

図表８　好きな現役力士（歴代上位３位）

１　位 ２　位 ３　位 １人も浮かばない

1993年 （n=1397） 若花田（若乃花） 62.5% 貴ノ花（貴乃花） 43.8% 舞の海 21.8% 15.5%

1994年 （n=1408） 若ノ花（若乃花） 45.6% 貴ノ花（貴乃花） 33.6% 智ノ花 22.9% 18.3%

1995年 （n=1398） 若乃花 45.3% 貴乃花 43.6% 舞の海 25.9% 18.5%

1996年 （n=1422） 貴乃花 37.4% 若乃花 36.6% 舞の海 29.3% 22.0%

1997年 （n=1362） 若乃花 43.0% 貴乃花 40.3% 舞の海 18.5% 20.8%

1998年 （n=1414） 若乃花 49.3% 貴乃花 35.1% 舞の海 21.4% 24.3%

1999年 （n=1447） 若乃花 34.5% 貴乃花 17.2% 千代大海 15.1% 34.5%

2000年 （n=1428） 貴乃花 30.0% 寺尾 13.7% 武双山 12.6% 37.8%

2001年 （n=1434） 貴乃花 30.6% 魁皇 19.7% 寺尾 19.2% 43.1%

2002年 （n=1471） 貴乃花 24.3% 栃東 15.2% 魁皇 11.8% 45.9%

2003年 （n=1446） 朝青龍 22.8% 千代大海 19.2% 魁皇 10.3% 51.9%

2004年 （n=1438） 朝青龍　 17.5% 高見盛　 15.6% 千代大海 14.2% 53.1%

2005年 （n=1369） 高見盛 17.7% 魁皇 17.5% 朝青龍 15.6% 53.9%

2006年 （n=1332） 琴欧州 16.4% 栃東 16.4% 朝青龍 16.0% 50.2%

2007年 （n=1352） 朝青龍 15.3% 高見盛 12.7% 千代大海 11.5% 54.2%

2008年 （n=1261） 白鵬 25.7% 琴欧洲 18.9% 高見盛 12.8% 45.7%

2009年 （n=1244） 白鵬 26.7% 朝青龍 18.2% 高見盛 14.1% 45.7%

2010年 （n=1315） 白鵬 31.2% 把瑠都 18.4% 魁皇 16.9% 44.3%

2011年 （n=1269） 白鵬 34.1% 魁皇 23.1% 高見盛 9.1% 52.6%

2012年 （n=1272） 白鵬 32.7% 稀勢の里 12.6% 琴奨菊 8.6% 52.3%

2013年 （n=1204） 白鵬 32.6% 稀勢の里 15.0% 日馬富士 7.9% 55.0%

2014年 （n=1233） 白鵬 33.1% 遠藤 22.3% 日馬富士 9.1% 49.5%

2015年 （n=1212） 白鵬 27.8% 遠藤 16.3% 稀勢の里 10.6% 49.9%

2016年 （n=1201） 白鵬 25.8% 稀勢の里 19.1% 琴奨菊 14.9% 50.5%

2017年 （n=1251） 稀勢の里 48.9% 白鵬 21.6% 遠藤 13.0% 37.9%

2018年 （n=1207） 稀勢の里 18.1% 遠藤 13.7% 白鵬 13.5% 58.6%

2019年 （n=1227） 貴景勝 32.0% 白鵬 17.5% 遠藤 9.3% 46.8%

2020年 （n=1202） 白鵬 18.4% 炎鵬 14.0% 貴景勝 11.0% 56.0%

2021年 （n=1207） 白鵬 13.9% 貴景勝 12.2% 照ノ富士 8.5% 59.0%

質問：「日本のプロ野球チームの中で、あなたが一番好きなチームはどこですか。」（自由回答）
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気が特に高く、この期間の大半で６割以上となっていた。反対に、『パ・リーグ』はこの期間、ほとんど
１割を切っていたことになる。それだけ多くの人が『セ・リーグ』（その大半は「巨人」）に注目していた
ようだが、2000年代の中ごろからこの流れに変化が生じる。「近鉄」と「オリックス」の合併構想から始
まるいわゆる球界再編の結果として、「楽天」が東北を本拠地として誕生した。また、セ・パ交流戦が

図表10　一番好きなプロ野球チーム（リーグ計・時系列）
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図表9　一番好きなプロ野球チーム
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2005年に始まり、2007年にはクライマックスシリーズも始まるなどし、それらは結果として『パ・リーグ』
の人気上昇につながったようだ。まだ『セ・リーグ』とは厳然たる差があるものの、両者の差は2000年
代初頭までよりも小さくなっている。反対に『セ・リーグ』は徐々に人気が低下しており、また、緩やか
にではあるが、「どれもない」が増えてきていることが分かる。

各球団別の時系列を見てみると、2000年代の前半までは「巨人」が『セ・リーグ』人気の牽引役であっ
たことがよく分かる。（図表11）　その「巨人」や「阪神」の人気が低下し、代わりに「日本ハム」は2004
年北海道移転後に大きく人気が上昇、「ソフトバンク」も「ダイエー」からの経営移管後に上昇している。
2000年代中ごろからの地域密着志向やファンサービスの重視など、各チームの経営努力により、チー
ム人気の分散が促されたようだ。

図表 11　一番好きなプロ野球チーム（時系列） （%）

セ・リーグ パ・リーグ

巨人 阪神 中日 広島 ヤク
ルト 横浜 （計） ダイ

エー
日本
ハム 近鉄 西武 オリッ

クス ロッテ （計） どれも
ない

1993 年 （n=1,397) 37.1 12.4 5.7 3.1 4.8 1.4 64.6 1.9 0.0 1.4 6.2 0.1 0.4 9.9 25.6 

1994 年 （n=1,408) 32.0 9.9 4.5 3.1 7.1 1.1 57.8 1.4 0.4 0.9 4.8 0.5 0.3 8.3 33.9 

1995 年 （n=1,398) 36.5 9.0 5.2 3.4 2.9 1.0 58.0 4.1 0.1 1.4 5.3 0.8 0.2 11.8 30.2 

1996 年 （n=1,422) 37.3 7.5 6.3 4.1 5.6 1.3 62.2 2.4 0.2 0.3 2.5 4.1 0.5 9.9 27.9 

1997 年 （n=1,362) 38.8 10.6 5.2 4.0 5.1 1.5 65.2 2.1 0.3 0.6 2.1 4.0 0.0 9.1 25.7 

1998 年 （n=1,414) 39.3 9.2 5.8 3.9 5.9 1.4 65.6 2.1 0.4 0.3 2.0 2.5 0.2 7.5 26.9 

1999 年 （n=1,447) 37.7 10.6 5.3 3.4 2.4 2.8 62.3 2.4 0.3 0.4 3.3 1.7 0.3 8.4 29.3 

2000 年 （n=1,428) 38.9 10.9 5.7 3.8 2.6 2.9 64.8 2.4 0.4 0.6 2.6 1.3 0.4 7.6 27.5 

2001 年 （n=1,434) 40.2 9.1 7.3 3.1 2.2 2.0 63.9 4.5 0.1 0.4 2.4 0.5 0.6 8.5 27.6 

2002 年 （n=1,471) 36.6 18.0 5.4 2.4 2.4 1.2 66.1 4.1 0.1 0.2 2.8 0.3 0.5 8.0 26.0 

2003 年 （n=1,446) 38.9 16.1 4.9 3.3 2.8 2.0 68.0 3.3 0.1 0.3 1.5 0.3 0.3 5.7 26.2 

2004 年 （n=1,438) 33.0 16.0 5.4 3.5 2.3 1.6 61.8 4.7 1.0 0.6 2.2 0.2 0.3 9.0 29.3 

巨人 阪神 中日 広島 ヤク
ルト 横浜 （計） ソフト

バンク
日本
ハム 楽天 西武 オリッ

クス ロッテ （計） どれも
ない

2005 年 （n=1,369) 28.3 13.4 6.1 2.5 2.9 1.2 54.4 4.6 2.3 2.3 1.5 0.2 1.2 12.0 33.6 

2006 年 （n=1,332) 31.3 14.3 5.5 2.5 3.2 1.2 58.0 5.5 1.7 1.2 1.5 0.7 1.1 11.6 30.3 

2007 年 （n=1,352) 27.4 13.5 6.8 2.7 1.4 2.0 53.8 7.0 2.9 2.5 1.6 0.2 0.7 14.9 31.4 

2008 年 （n=1,261) 22.4 15.8 7.1 2.2 1.3 1.0 49.9 5.1 4.5 6.7 1.6 0.5 1.0 19.4 30.7 

2009 年 （n=1,244) 26.4 12.7 5.4 3.5 1.7 2.0 51.7 4.3 3.5 4.5 1.8 0.5 1.0 15.5 32.8 

2010 年 （n=1,315) 28.7 13.8 5.9 2.5 1.3 2.2 54.3 5.1 3.7 3.7 1.8 0.3 1.4 15.9 29.8 

2011 年 （n=1,269) 21.4 12.6 5.0 3.2 2.5 1.7 46.4 5.2 5.8 3.8 2.1 0.6 1.4 18.8 34.8 

2012 年 （n=1,272) 23.0 11.0 5.3 3.5 1.3 1.5 45.6 6.4 4.7 3.4 2.8 0.3 0.9 18.4 36.0 

2013 年 （n=1,204) 26.2 12.9 4.2 3.7 1.6 1.5 50.1 5.9 5.4 4.1 1.3 0.2 1.3 18.2 31.7 

2014 年 （n=1,233) 25.5 11.4 5.9 3.8 1.8 1.4 49.7 5.5 4.6 6.2 1.5 0.3 0.9 19.1 31.2 

2015 年 （n=1,212) 24.7 11.0 5.3 4.7 1.2 2.7 49.6 6.3 5.4 2.9 1.3 0.6 1.2 17.6 32.8 

2016 年 （n=1,201) 21.0 10.9 5.9 4.4 1.6 2.6 46.4 5.4 6.1 2.8 1.3 0.3 0.7 16.7 37.0 

2017 年 （n=1,251) 24.7 11.8 4.3 6.4 1.4 2.3 50.9 5.0 5.9 3.3 1.5 0.5 0.9 17.1 32.0 

2018 年 （n=1,207) 23.1 11.0 6.1 6.0 2.5 1.7 50.5 5.6 5.1 3.2 2.2 0.7 0.6 17.4 32.1 

2019 年 （n=1,227) 23.3 10.2 5.9 6.6 1.9 2.4 50.2 6.0 4.4 2.9 1.4 0.5 0.6 15.8 34.0 

2020 年 （n=1,202) 25.3 9.8 4.6 5.8 1.7 3.5 50.7 6.3 3.9 2.4 1.5 0.5 0.9 15.6 33.7 

2021 年 （n=1,207) 22.5 10.2 4.9 3.6 1.3 2.4 45.0 5.6 4.1 3.4 1.7 0.6 1.2 16.7 38.4 
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5.一番好きなＪ１のサッカーチーム

１番好きなＪ１のサッカーチームについては、第12回調査（2004年）から質問している。まず今年
の内容について触れておく。（図表12）　昨年リーグ２位の「ガンバ大阪」が２年連続で１位となった。

図表12　一番好きなＪ１のサッカーチーム

質問：「日本のプロサッカーリーグ（Ｊリーグ）のうち、現在のＪ１で、あなたが一番好きなチームはど
こですか。この中（回答票）から１つだけ選んでください。」
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9位　横浜Ｆ・マリノス

8位　サンフレッチェ広島

7位　清水エスパルス

6位　北海道コンサドーレ札幌

5位　鹿島アントラーズ

4位　浦和レッズ

3位　名古屋グランパス

2位　川崎フロンターレ

1位　ガンバ大阪

2021年（n=1,207)

2020年（n=1,202)

2019年（n=1,227)

※　2位川崎フロンターレと3位名古屋グランパスは同じ
      3.6ポイントだが、実数では川崎が上位である。

※Ｊ２リーグに所属　：　柏レイソル・横浜ＦＣ（2019年）　アビスパ福岡・徳島ヴォルティス(2019・2020年)
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昨年リーグ１位、天皇杯で優勝の「川崎フロンターレ」が２位、昨年リーグ３位の「名古屋グランパス」
が昨年から１つ順位を上げて３位となった。

歴代の上位３位までを見てみると、その顔触れはだいたい同じようだ。（図表13）　ただし、2021
年は「川崎フロンターレ」が２位、「名古屋グランパス」が９年ぶりにトップ３に入るなど、いつもとは少
し趣が異なっている。またよく見ると、2006年王者の「浦和レッズ」が2007年調査で１位。2008年、
2009年王者の「鹿島アントラーズ」が2009年、2010年調査で１位。2014年王者の「ガンバ大阪」が
2015年調査で１位、2016年年間王者の「鹿島アントラーズ」が2017年調査で１位となるなどしており、
同様に２位、３位についても前年の優勝チームが何カ所かで顔をのぞかせている。これらのことから、
Ｊリーグについてはある程度、各チームで固定ファンが根付いてはいるものの、前年シーズンでの優勝
をはじめとする活躍ぶりによっては上位もうかがえる、流動的なランキングになっていると言える。

図表13　一番好きなＪ１のサッカーチーム（歴代上位３位）

１　位 ２　位 ３　位 どれもない

2004年（n=1438）ジュビロ磐田 6.3% 鹿島アントラーズ 4.1% 浦和レッズ 3.9% 66.2%

2005年（n=1369）ジュビロ磐田 6.0% 浦和レッズ 4.7% 鹿島アントラーズ 4.7% 65.4%

2006年 ※2006年は該当質問なし

2007年（n=1352）浦和レッズ 7.3% ガンバ大阪 4.6% 名古屋グランパス 3.8% 63.3%

2008年（n=1261）浦和レッズ 6.2% 鹿島アントラーズ 5.1% 名古屋グランパス 3.8% 63.2%

2009年（n=1244）鹿島アントラーズ 5.7% 浦和レッズ 5.3% ガンバ大阪 4.0% 66.9%

2010年（n=1315）鹿島アントラーズ 6.9% ガンバ大阪 5.1% 名古屋グランパス 4.5% 64.3%

2011年（n=1269）ガンバ大阪 6.1% 鹿島アントラーズ 5.3% 浦和レッズ 4.9% 63.0%

2012年（n=1272）名古屋グランパス/ 
ガンバ大阪 4.4% 浦和レッズ 4.3% 62.4%

2013年（n=1204）浦和レッズ 6.3% 鹿島アントラーズ 4.0% サンフレッチェ広島 3.5% 62.0%

2014年（n=1233）浦和レッズ 4.8% 鹿島アントラーズ 4.7% 横浜Ｆ・マリノス 4.2% 59.4%

2015年（n=1212）ガンバ大阪 7.2% 浦和レッズ 6.0% 鹿島アントラーズ 4.0% 58.7%

2016年（n=1201）ガンバ大阪 6.1% 浦和レッズ 5.3% 鹿島アントラーズ 4.3% 60.7%

2017年（n=1251）鹿島アントラーズ 7.6% 浦和レッズ 6.8% ガンバ大阪 5.0% 57.9%

2018年（n=1207）浦和レッズ 5.0% 鹿島アントラーズ 4.9% ガンバ大阪 3.9% 57.9%

2019年（n=1227）鹿島アントラーズ 4.6% 浦和レッズ 4.1% ガンバ大阪 3.7% 58.9%

2020年（n=1202）ガンバ大阪 4.9% 横浜Ｆ・マリノス 4.8% 浦和レッズ 4.6% 57.8%

2021年（n=1207）ガンバ大阪 4.5% 川崎フロンターレ 3.6% 名古屋グランパス 3.6% 64.8%

質問：（回答票）「あなたは、今年夏の東京オリンピックを楽しみにしていますか。」
質問：（回答票）「では、東京オリンピックではどの競技が楽しみですか。」（複数回答）
質問：（回答票）「新型コロナウイルスの影響で１年延期になり、観客の受け入れも制限されるなど、
本来とは違う形での開催となります。あなたは、東京オリンピックを開催できることについて、よかっ
たと思いますか。」

6.東京オリンピックへの関心と楽しみな競技、開催に対する評価

今回の「人気スポーツ調査」では、毎年聞いている質問に加えて、今年７月に開催される東京オリン
ピックへの関心、楽しみな競技、開催できそうであることについての評価もたずねた。そのうち、関心
については2020年から、楽しみな競技については2018年から同様の質問をしているので、比較につ
いても言及する。

まず、関心について見てみる。（図表14）　今年夏の東京オリンピックについては、「とても楽しみに
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している」が13.1％、「まあまあ楽しみにしている」
が37.8％だった。両方を合わせた『楽しみにして
いる（計）』は50.9％と半数を超えた。ただし、「あ
まり楽しみでない」（27.5％）と「まったく楽しみ
でない」（19.0％）を合わせた『楽しみでない（計）』
が46.5％となり、拮抗するかたちとなった。

2020年は『楽しみにしている（計）』が62.4％
だったので、11.5ポイントも低下し、反対に『楽
しみでない（計）』は2020年が35.5％だったので、
11.0ポイント上昇となった。（図表15）　ここで
も新型コロナウイルスによる影響なのか、この
１年でオリンピックに対する関心が大幅に落ち込む結果となってしまった。

性・年代別で『楽しみにしている（計）』に着目してみると、女性の20代が58.6％と最も高く、次に女
性の50代が57.1％、女性の40代が56.3％などと続き、30代以外の各年代で女性の方が男性より関心
が高い結果となった。（図表16）

東京オリンピックで“楽しみな競技”をたずねた質問では、2020年調査で２位の「水泳（競泳）」が、3.3
ポイント減少ながらも2021年は１位となった。そして2020年に１位だった「陸上（マラソン）」が２位。
競泳とマラソンは、直近３回は１年おきに１位と２位で入れ替わっており、両者の人気がそれだけ高
く、接近していることを示している。「野球・ソフトボール」は2018年から３年連続で４位だったもの
の、４回目の2021年に３位へと上昇した。「体操」は2018年には２位だったが、2019年、2020年と
３位になり、2021年はさらに１つ順位を下げて４位となっている。「陸上（マラソン以外）」は2018年、
2019年には９位だったが、2020年には５位に飛躍し、2021年も５位を維持している。2019年の世
界陸上ドーハでは、男子4×100mリレーで銅メダルを獲得し話題になるなど、日本人選手の活躍によ
る人気と期待のふくらみが背景にあると思われる。６位は「柔道」で2020年から２つ順位を上げている。
７位の「卓球」と８位の「サッカー」はそれぞれ2019年から2020年にかけて順位を１つ下げ、（５→６位、
６→７位）2020年から2021年にもまた１つ順位を下げた。（６→７位、７→８位）また、９位の「バレー
ボール」と10位の「テニス」は2020年から順位に変動はない。（図表17）

図表16　東京オリンピックへの関心度（性・年代別）　2021年
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図表14　東京オリンピックへの関心度　2021年
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図表15　【参考】東京オリンピックへの関心度　2020年
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グラフを概観すると、ランキング上位の種目は多くが2020年から大幅に低下してしまっている。そ
の中で競泳は、比較的下落幅が小さく、１位返り咲きへとつながった。

性・年代別に楽しみな競技を見てみると、「野球・ソフトボール」と「サッカー」は各年代で男性の方
が女性よりも楽しみとする人が多い。同様に、「陸上（マラソン以外）」と「柔道」でも多くの年代で男性
が女性よりも高い関心を持っている。一方、「体操」では各年代で女性の方が男性よりも楽しみという回

図表17　東京オリンピックで楽しみな競技（上位15位）
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図表18　性・年代別にみた東京オリンピックで楽しみな競技
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答が多く、同様に「水泳（競泳）」「バレーボール」「テニス」でも、多くの年代で女性が男性よりも高い
関心を持っている。（図表18）

新型コロナウイルスの影響で本来とは異なるかたちとなるが、東京オリンピックを開催できそうであ
ることについてたずねたところ、「よかった」という回答が19.4％だった。（図表19）「どちらかといえ
ばよかった」は32.6％にのぼり、両者を合わせた『よかった（計）』は51.9％となった。一方で、「どちら
かといえばよくない」は22.6％、「よくない」は18.3％となり両者を合わせた『よくない（計）』は40.9％
である。

次に『よかった（計）』について性別・年代別の数字を見てみる。（図表20）　性別では、男性が
53.0％に対し、女性が51.0％と、男性の方が2.0ポイント高い結果となった。次に年代別では、20代
が59.5％で最も高くなり、次に30代が54.2％、40代が53.1％と、若年層の方がより評価する割合が
高い結果となっている。逆に言うと、高年齢層において比較的、コロナ禍での開催について評価して
いない、好ましく思っていない現状が浮かび上がっている。

〔第1回（1993年）～第14回（2006年）〕
○調査地域：全国
○調査対象：20歳以上の男女個人
○標本数：2,000
○抽出方法：層化二段無作為抽出法（住民基本台帳）
○調査方法：調査員による個別面接聴取法
○調査時期：毎年4月～ 5月の4日間
○有効回収数：1,300 ～ 1,400程度

〔第15回（2007年）～第29回（2021年）〕
○調査地域：全国
○調査対象：20歳以上の男女個人
○標本数：4,000
○抽出方法：層化三段無作為抽出法（電子住宅地図）
○調査方法：調査員による個別面接聴取法
○調査時期：毎年4月～ 7月の10日間前後
○有効回収数：1,200 ～ 1,300程度

（調査の設計・方法など）
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図表19　東京オリンピックを開催できることについて 図表20　東京オリンピックを開催できることについて（性別・年代別）
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6月の時事世論調査
６月の時事世論調査によると、

菅内閣の支持率は前月から0.9
ポイント増の33.1％、不支持率
は0.4ポイント減の44.2％で横
ばいだった。不支持が支持を上
回るのは６カ月連続で、新型コ
ロナウイルス感染拡大への政府
対応に厳しい評価が続いている。

調査は全国18歳以上の男女
2,000人を対象として６月11日
から14日に実施、有効回収（率）
は1,282（64.1％）だった。

【注：2020年６月は郵送法で実施】

この時期の国内の動きは、
田村正和さん死去：「眠狂四郎」

「古畑任三郎」などテレビドラマ
で親しまれた俳優の田村正和（た
むら・まさかず）さんが４月３日
死去したことが18日、分かった。

「太閤記」「源義経」「新・平家物語」
などのＮＨＫ大河ドラマや、数
多くの映画に出演した。77歳だっ
た（5月18日）。

ネット中傷に賠償命令：人気
テレビ番組に出演したプロレス
ラーの木村花さん（当時22）が命
を絶った後、ツイッターで遺族
を中傷したとして、東京地裁は
19日、長野県の男性に約129万
円の支払いを命じた。木村花さ
んへの中傷を巡って賠償を命じ
る初の判決となった（5月19日）。

ワクチン大規模接種開始：政
府は新型コロナウイルスワクチン
の大規模接種センターを東京と
大阪に設置し、接種を開始した。
菅義偉首相は24日、大手町合同
庁舎3号館（東京・千代田）の接
種会場を視察した（5月24日）。

妊娠届、過去最少：厚生労働
省は26日、2020年の妊娠届が
87万2227件で、前年から4.8％
減少したと発表した。21年の出
生数は80万に届かない可能性が
ある。新型コロナウイルスの感染

ベットを使用すると発表した。
変異株が検出された国に対する
差別や偏見を回避するのが狙い
という（6月1日）。

グテレス国連総長、続投へ：
国連安全保障理事会は８日、来
期の事務総長としてアントニオ・
グテレス国連事務総長（72）の２
期目続投を国連総会に勧告する
決議案を全会一致で採択した（6
月9日）。

政党支持率　自民党の支持率
は前月から1.4ポイント増加して
22.8％だった。以下、立憲民主
党は1.5ポイント減の2.9％、公
明党は1.1ポイント増の3.7％、
共産党は0.2ポイント増の1.7%、
日本維新の会は0.7ポイント減の
1.2％、国民民主党は0.5％で変
化はなかった。支持政党なしは
1.6ポイント減の63.2％。

国民の景気感　「良くなった」
は 前 月 よ り1.0ポ イ ン ト 増 の
3.2％、「悪くなった」は8.6ポイ
ント減の53.1％だった。時事世
論景気指数は前月から24ポイン
ト増加して23となり、再びプラ
スに転じた。

【注：郵送法で実施した2020年5
月と6月は回答傾向が大きく異なっ
たため、景気指数は算出していない】

暮らし向き　昨年の今頃と比
べて「楽になった」は前月から0.9
ポイント増の3.7％、「苦しくなっ
た」は0.1ポイント減の24.4％
だった。

拡大から、妊婦や胎児への影響
に対する不安で妊娠を控える人
が増加したとみられる（5月26日）。

後期高齢者医療費、２割負担
へ：一定の所得がある75歳以上
の後期高齢者の医療費について、
窓口負担を１割から２割に引き
上げる医療制度改革関連法が可
決、成立した。単身世帯は年金
を含めて年収200万円以上、複
数世帯では合算320万円以上が
対象（6月4日）。

山県亮太が100m日本新：陸
上の布勢スプリント男子100メー
トル決勝で、山県亮太（セイコー）
が９秒95の日本新記録をマーク
した。９秒台突入は日本選手と
して4人目（6月6日）。

国外では、
ミャンマー、日本人記者を解

放：虚偽のニュースを広めたな
どとしてミャンマー当局に訴追・
収監されていた日本人フリー
ジャーナリストの北角裕樹さん

（45）が14日、逮捕から26日ぶ
りに解放された（5月14日）。

米、ユニクロ製品を輸入差し
止め：ファーストリテイリングが
展開する衣料品チェーン大手「ユ
ニクロ」の綿製シャツが、中国・
新疆ウイグル自治区の強制労働
をめぐる輸入禁止措置に違反し
たとして、米税関・国境警備局

（C B P）がロサンゼルス港で差し
止めていたことが19日分かった

（5月19日）。
旅客機、強制着陸：ベラルー

シ当局は、ギリシャ発リトアニ
ア行きの民間航空機をベラルー
シ上空で進路を変え、首都ミン
スクの空港に緊急着陸させた。
着陸後、同機に搭乗していた反
体制派メディアの創設者が拘束
された（5月24日）。

ルーブル美術館に女性館長：
パリにあるルーブル美術館の次
期館長に、オルセー美術館長を
務めるロランス・デカール氏が
任命された。ルーブル美術館で
女性が館長に就くのは初めてで、
就任は９月１日（5月28日）。

変異株呼称、ギリシャ文字に：
世界保健機関（W H O）は31日、
新型コロナウイルス変異株の呼
び方について、「英国株」「イン
ド株」などと国名を使った表記で
はなくギリシャ文字のアルファ

◇  告　知　板

時事世論景気指数

2012年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年
97.2 143.8 129.1 126.0 120.0 131.9 130.0 109.9
20年 （３月） ～ （７月）（８月）（9月）（10月）（11月）

17 -14 -25 21 45 59
（12月） 21年 （１月）（２月）（３月）（４月）（５月）（６月）

9 -5 -1 22 19 -1 23
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